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空海入唐の道と中国における宗教復興
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序
真言密教の祖・空海は，『続日本後紀
しょくにほんこうき
』によれば宝亀
ほうき
４年（773年），通
説では宝亀５年（774年），讃岐国多度郡に出生し，『三教指帰
さんごうしいき
』の序文に
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よれば，「二九遊聴槐市（二九
じきゅう
にして槐市
かい し
に遊聴
ゆうちょう
す）」とあり，18歳の年
に入京し大学寮明経道に入学したことがわかる。大学寮は律令制の官吏
養成の最高学府であるから，いわば世俗的な出世コースに入ったことを
意味する。若い頃からの秀才・空海のことであったから，両親はもとよ
り，親戚一同，空海の出世を喜び，かつ期待したに違いない。
空海自身も，「拉雪蛍於猶怠，怒縄錐之不勤（雪蛍を猶怠るに拉
とりひし
ぎ，縄
錐の勤めざるに怒る）」と書いて，「蛍の光，窓の雪」の古人をめざして
怠る気持ちを抑え，首に縄をかけ，股に錐をさした古人に倣い，不勉強
を戒めたと言い，厳しく勉学に励んだと語っている。しかるに，空海は，
突然，大学寮を退学し，仏教をめざしてしまう。両親・親族の期待を裏
切ることになってしまった空海が，出家（献身）の証しとし，儒教・道
教・仏教の比較をして弁証の書として書いたものが『聾瞽
ろう こ
指帰
しい き
』（後の
『三教指帰』）である。
空海献身の動機は，『三教指帰』によれば，「爰有一沙門，呈余虚空蔵
聞持法，其経説，若人依法，誦此真言一百万遍，即得一切教法文義暗記
（爰
ここ
に一の沙門
しゃもん
有り，余に虚空蔵
こくうぞう
聞持
もん じ
の法を呈す。其の経に説く，「若し
人，法に依って，此の真言を一百万遍，誦
じゅ
ずれば，即ち一切の教法の文
義を暗記することを得」と）」ということにある。虚空蔵聞持法（虚空蔵
求聞持法）とは「ナンボウ・アキャシャ・ギャラバヤ・オムアリキャ・
マリボリ・ソワカ」という真言を百万遍唱える修行である。これを信じ
た空海は，「躋攀阿国大滝嶽，勤念土州室戸崎（阿国・大滝の嶽に躋
のぼ
り攀
よ
じ，土州・室戸の崎に勤念
ごうねん
す）」の結果，「明星来影」（大日如来の光の来
臨）の奇跡に遭遇する。大日如来と空海が一体となり，「我即大日」とな
る瞑想体験であり，主イエスに出会い，主イエスと一体となったに相当
する信仰体験である。
その後，私度僧として山岳修行を重ねるうち，『性霊集
しょうりょうしゅう
』によれば，
「秘門を得た」ものの，「文に臨んで心昏
くら
し，願って赤縣
しゃくけん
を尋ねぬ。人の
願いに天順
したが
い，大唐に入ることを得」とされ，何とか経典の内容を知ろ
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うとしたが国内では知りえないので，唐への留学を願い，正式な得度を
し，好機を得て，入唐
にっとう
を果たすことになったのである。空海の入唐求法
ぐほう
は，空海の思想の根本的基点となるもので，入唐以前と入唐以後とでは
人間的に大きな変革があるのである(1)。
空海は，延暦
えんりゃく
23年（804年），遣唐使船に同乗して，入唐し，大同元年
（806年），帰国後，真言密教を開き，弘仁
こうにん
８年（817年），高野山を開創し，
同14年（823年），東寺を勅賜され，天長５年（828年），綜芸種智院を創立
し，承和２年（835年），高野山にて入定し，延喜21年（921年），「弘法大
こうぼうだい
師
し
」と諡号された。「大師」号は，最澄の「伝教大師」，円仁の「慈覚大
師」を初めとして，20数名に下賜されているが，一般に「お大師さま」
と言えば弘法大師・空海のことをさしている。
最澄・空海らを乗せた遣唐使船は，４隻の船団で，延暦23年（804年）
５月12日，難波を出帆したものの，東シナ海で暴風雨に遭遇し，第４船
は沈没し，第３船は日本に引き返し，最澄の乗った第２船だけが無事に
中国・明州
みんしゅう
鄭県
ていけん
に着いたが，空海の乗った第１船は南に流され，８月10
日，福州長渓県赤岸鎮
ふくしゅうちょうけいけんせきがんちん
に漂着している。第２船の遣唐使らは，９月１日，
鄭県を出発して，11月15日，長安に到着するが，最澄は，遣唐使らと一
緒に長安には行かずに，そのまま明州の地に留まり，天台山に登った。
一方，赤岸鎮に漂着した空海らは，上陸が許されないまま足止めされ，
10月３日，福州に回航され，ようやく長安に入る許可を得て，11月３日，
福州を出発し，「星に発し，星に宿し，晨昏兼行す」という強行軍で，福
州～南平～建瓶～浦城～二十八都～江山～杭州～蘇州～無錫～常州～鎮
江～揚州～宿州～徐州～開封～鄭州～洛陽～長安（現：西安）と，2,400
キロを歩き通し，12月23日に長安に入っている。
高野山大学の静慈圓教授（現副学長）は，20数年来，2,400キロに及ぶ
空海入唐の道に研究的関心を寄せ，それを現地において調査し，その足
(１) 静慈圓『空海入唐の道』（朱鷺書房，2003年）14頁。
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跡を確かめるとともに，中国考古学者らとの共同研究により，破壊され，
埋没した寺院の発見および発掘を行い，空海入唐の道を追体験しうる巡
拝道「空海ロード」として定着させようとする働きをしている。言うま
でもなく，中国は共産党によって指導される社会主義体制の国であり，
宗教に対して否定的であるとともに，外国人の自由な入国や旅行，調査
研究を阻んできた歴史がある。
今日，この空海ロード2,400キロは全線開放され，一般外国人が査証な
しで入国し，旅行できるようになった。ソ連崩壊により社会主義を解消
し，自由主義国家となったロシアがいまだに外国人観光客にも査証を要
求していることと比すると，大きな転換である。
筆者は，2004年度，サバティカル研究として高野山大学大学院文学研
究科密教学専攻修士課程に入学した後，現在も私費研究を継続しており，
2005年３月～４月と８月～９月には，静教授の主催で開催された「空海
入唐の道」ツアーの第２回「運河ルート」と第３回「古都ルート」に私
費参加し，中国における宗教復興のめざましさを目の当たりにした。な
お，「南方ルート」とは福州～杭州間を，「運河ルート」とは杭州～開封
間を，「古都ルート」とは開封～西安間をいう。
なお，中国においては，北魏の世祖太武帝，北周の武帝，唐の武帝，
後周の世宗の時代に，一括して「三武一宗の法難」と呼ばれる，４回の
国家的な大廃仏があり，文化大革命時を合わせると過去５回の大きな宗
教弾圧があったが，前４回の弾圧で仏教は壊滅的となった。その後，
禅・浄土系宗派は再興したものの，師資相承を旨とし，曼荼羅・護摩
壇・法具など特別な施設・道具を必要とする密教は復興することがなく，
完全に途絶えてしまった。共産主義革命によって成立した中華人民共和
国も，1954年憲法で信教の自由を保障してはいたが，1966年のプロレタ
リア文化大革命時に宗教の存在は否定され，再建されて残された寺院も
破壊され，僧侶・宗教者は人民裁判にかけられるなど，激しく弾圧され
たほか，「宗教は阿片」という認識から，徹底した無宗教政策・学校教育
『キリストと世界』第16号　　櫻　井　圀　郎
が行われてきた。
しかし，ここ10年ないし20年の間，中国において，社会の自由化・資
本主義化（民営化）がはかられるとともに，宗教についても寛容政策が
取られ，寺院の復興にも好意的で，僧侶の公認，寺院への非課税措置な
ど，宗教復興に協力的であるかのように思われる。土地の私有を認めて
いない社会主義体制下では，土地の賃貸借や売買の自由な自由主義社会
とは異なり，寺院の再建や新規建築も容易ではない。それが，今日では，
文化遺産や文化財保護いう名目などであっても，寺院建設に必要な土地
の使用が許可されるようになってきている。
叙上のツアーで訪問した寺院のほとんどが1990年代に建築ないし再建
されたものであるが，その規模，様式など，日本の寺院をはるかにしの
ぐきわめて大規模なものとなっている。本稿においては，写真を用いて
叙上のツアーで訪問した具体的な寺院を紹介しながら，中国における宗
教復興の現在を考察する。
一　運河ルート
１　杭州・蘇州
空海入唐の道のうち，杭州から開封までのルートは，1400年前，隋の
煬帝
ようだい
が建設した，北京と杭州を結ぶ全長1,800キロに及ぶ「大運河」（京
抗大運河）の沿線であり，空海らも運河の船便を利用したものと推定さ
れ「運河ルート」と呼ぶ。運河ルートは，杭州から始まり，蘇州，無錫，
常州，鎮江，揚州，宿州，徐州を経て，開封に至るが，このツアーでは，
運河ルートは徐州で終わり，古都ルートを開封から開始した。なお，空
海らが長安からの帰り道に利用したルートは，杭州から紹興を経て寧波
に至り，寧波から日本に向けて出帆している。なお，寧波は最澄が請来
した天台宗の天台山のお膝元である。
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中国では，古くから「天有天堂，下有蘇杭（天に天堂あり，地に蘇抗
あり）」と言われてきたように，蘇州と杭州とは中国屈指の景勝地であ
る。
杭州は，「女子十二楽坊」をイメージガールとし，大々的に観光を売り
にしているが，なかでも，楊貴妃
よ う き ひ
・貂嬋
ちょうせん
・王昭君
おうしょうくん
と並ぶ中国四代美女の
一人・西施
せいし
に因んで命名されたという「西湖」の美観で有名である。西
湖西南の竜井村は緑茶の代表・竜井茶
ろんじんちゃ
の産地であり，浙江省・江蘇省の
各都市では，蒸し上げた茶葉にそのまま湯を注いで飲む竜井茶が一般的
である。また，西湖北岸には，国家文化財指定を受けている，篆刻の総
元締ともいえる「西冷印社
せいれいいんしゃ
」があり，日本の篆刻もその権威の下で現在
に至っているという。杭州には，孔子，関羽，岳飛の３人の神格化され
た廟（孔子廟，関帝廟，岳飛廟）があり，多くの観光客が訪れている。
杭州はじめ，長江（揚子江）南の江南地方は農業に恵まれており，農
家は豊かである。労働者・経営者層の居住する，市内の高層アパート・
マンションとは異なり，市郊外には，派手な外観で，テレビ塔・無線の
アンテナのような鉄塔やモスク・仏塔とまがうような塔を屋上に建てた
３階建て・４階建ての建物が林立しているが，それが農家であるという。
一人っ子政策の影響もあり，農家の一人っ子（一人っ子政策を厳しく適
用している地域では，農家の場合は，男子が生まれるまで出生届をしな
いとか，二児が生まれてから双子として届出るとかという脱法策も考え
られているとのことである。）も進学や就職で農家を離れることが多く，
年老いた夫婦２人生活なのに，十数個もの広い部屋を持ち，ほとんどが
空き部屋であるという。中国人の競争意識を象徴するもので，隣よりも
大きな家を建てないと気が済まないといい，屋上の鉄塔で高さを競って
いるというのである。
中国に入って驚いたことは，空港も，ホテルやレストランも，町中の
商店も，民家も，バスや船舶も，民間信仰というか迷信的な神の偶像や
福を招き，悪霊を除く「福紙」でいっぱいであったことである。福々し
『キリストと世界』第16号　　櫻　井　圀　郎
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い面相で，巨腹をもち，布の袋を背負って旅する修行僧として知られる
「布袋
ほてい
」（布の袋を背負っていることから「布袋」と呼ばれるのかもしれ
ない。）は，日本では七福神の一として民間に広がっているが，中国で
は，布袋の背負っている大きな袋には財貨がつめられていて，布袋が行
くところには幸運がもたらされるという民間の信仰が広まっており，客
商売の商店やレストランなどの玄関には大きな布袋像が鎮座している
（写真１）。
中国語では（日本語でも）「倒」と「到」とは同音であることから，
「福」と書かれた紙を逆さに掲示することで「到福」（福が来る）と読ま
せる，語呂合わせの迷信的な風習が広く普及しており，空港の搭乗口，
商店・レストラン，大運河の旅客船，観光地の売店，民家の玄関など，
あらゆるところに掲出されている（写真２）。
春秋時代の紀元前514年に城が築かれて以来2500年の歴史を持つ古都・
蘇州は，江南の中心地として発展・繁栄し，裕福な商人や役人らによっ
て，多くの庭園が造られ，最盛期の明・清時代には200を越えたという。
「東洋のベニス」や「水の蘇州」と呼ばれ，運河が町を縦横に走り，その
延長は35キロに及び，168もの橋が架けられている。その景観の美しさ
はマルコ・ポーロも絶賛しているほか，「蘇州夜曲」などで日本にも知ら
れており，蘇州刺繍でも有名である。
写真１　茶房玄関の布袋像 写真２　大運河船上売店の福紙
（肖像権承諾済み）
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（1）寒山寺
寒山寺は，「月落ち烏鳴いて霜天に満つ，江楓漁火愁眠に対す，姑蘇城
外の寒山寺，夜半の鐘声客船に到る」と唐・張継が詠んだ「楓橋夜泊
ふうきょうやはく
」
で有名で，日本にもよく知られている名刹である。小さな六角楼の２階
に鐘が吊られており，この除夜の鐘を聞くと10歳若返るという伝説があ
る（写真３）。大晦日には，海外から数千人が集まり，この除夜の鐘を聞
いて新年を迎えている（「聴鐘声迎新年活動」）。その除夜の鐘は大晦日午
後11時42分から突き始め，108つ目で24時00分（00時00分）になるという。
今，寒山寺では108トンの「大鐘」建造のための募金が行われている。
寒山寺は，梁代の502年に建立された「我国江南著名的禅宗道場」で，
唐代に住んだ僧・寒山に因み「寒山寺」と呼ばれるようになったもので
ある。「建寺一千五百周年記念」出版の書籍『寒山寺』によれば，「千百
年来，雖寺歴興衰，但法脉相続相承。一九八四年性空法師陞座以来，発
願重振這一中外馳名的江南古刹」とされている。寒山寺の小冊子『古寒
山寺』によれば，1980年代初めの「宗教信仰自由政策落実以来」，大雄
宝殿，寒拾殿，鐘楼，楓江楼，羅漢堂などを修繕し，1990年から６年を
かけて五重塔「普明宝塔」を完成している（写真４）。堂宇には，三武一
写真３　寒山寺・鐘楼 写真４　寒山寺の五重塔
[普明宝塔」
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宗の法難によって一旦破壊された後，清代に再建されたものも現存して
いる。
日本の寺院の本堂に当たる大雄宝殿の隣には，「弘法堂」が建てられ，
空海像と三蔵法師および鑑真（中国語の説明では，「空海大師」，「玄奘大
師」，「鑑真大師」）の像が安置されている（写真５）。通常，本尊として
の三仏像が安置される大雄宝殿には，「和合二仙」という愛の神が祀られ
ており，おおよそ仏教らしくなく驚かされた。きわめて多くの参拝者が
訪れており，この愛の神の前でも，縦笛ほどもある大きな線香を献げ，
地にひれ伏して拝んでいる姿でいっぱいである。
（2）霊巌山寺
蘇州市の西端にある霊岩山（霊巌山）山頂に，502～519年に創建され
た古刹であり，別名「祟報禅寺」と呼ばれる（中国の寺名には「禅寺」
とつくものが多いが，禅宗の寺院という意味ではなく，仏教寺院という
意味である。）。霊岩山麓にトーラナ（鳥居）があり（写真６），山頂まで
階段が続く。この長い階段の山道を何百人という人々が上り下りしてい
る姿は，とても信仰規制があるとは思われないし，年配者だけではなく，
写真５　寒山寺「弘法堂」
の空海像
写真６　霊厳山寺・鳥居
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若い人の間にも宗教への関心が深いことが窺える。特に，この長い階段
を，両膝・両肘と頭部を接地して拝礼する五体投地で上る人にであった
時には（写真７，８），信仰の深さが感じられ，信仰表現の仕方について
も考えさせられた。
山頂の山門に至るまでの参道階段の途中にも，いくつかの堂宇がある。
岩洞に安置された観音菩薩を祀る観音洞前には多数の人だかりがあり，
門内は線香供養をする人で足の踏み場もないほどで（写真９），門内に入
れない人のための線香奉献台が門外に設けられており，こちらも人だか
りができている（写真10）。
中国の寺院建築の基本的構成は，①鳥居から入り，②外に向かって笑
顔の布袋像(2)が万人招来し，内に向かっては韋駄天
い だ て ん
が厳しい表情で監視
(２) 中国では「弥勒菩薩」とされる。
写真７　五体投地で階段を上る信者 写真８　五体投地で参道を行く信者
写真９　線香供養する人々
（観音洞）
写真10 参道途中の観音洞前
（中に入れず外で線香供養する人々）
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する山門，③甲冑をまとい，武器を持つ武将形の東方持国
じこく
天王・南方増
ぞう
長
ちょう
天王・西方広目
こうもく
天王・北方多聞
たもん
天王の四天王が四方を守護する天王殿
を経て，④日本の本堂に当たる大雄宝殿があり（写真11），⑤その奥には，
法堂，宝塔，万仏堂，三宝殿など，寺院により異なる１～３の堂宇・塔
を経て，⑥図書館ないし資料館に相当する蔵経堂に至る一直線と，その
左右を埋めるさまざまな堂宇で構成されている。小さな寺院でも，かな
りの規模となり，日本の寺院と比べ，その境内の広さ，堂宇の大きさ，
堂宇の多さに驚く。そのような境内の最も奥ともいうべき，霊巌山寺の
蔵経楼には，空海像が２体安置されている（写真12）。
２　無錫・常州
無錫は，もともと錫の産地であったことから「有錫」と呼ばれていた
が，前漢初期の紀元前202年に，錫山の錫が枯渇してしまったことから
「無錫」と呼ばれるようになったという。町の西部には，湖面面積2,400
平方キロに及ぶ，中国で３番目に大きな湖「太湖」があり，風景の美し
さでも知られている。太湖は，越の笵蠡
はんれい
が西施と舟遊びをしたことから，
「蠡湖」とも呼ばれ，太湖の一角に築かれた庭園も「蠡園」と呼ばれている。
無錫の太湖の対岸から望遠レンズで眺めたらイスラームのモスクよう
のものが見えたので（写真13），ガイドに尋ねたところ，「西洋の城をま
写真11 霊厳山寺・大雄宝殿
（日本の本堂に当たる）
写真12 経堂に納められていた空海像
を持つ住職と静教授
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ねて，娯楽施設を作ろうとしたが，失敗して今は使っていない」と説明
された。しかし，バスが通過する道路のすぐそばにあったのでよく見た
が，どう見てもモスクであった。イスラームとの接点はシルクロードを
通じてあったので，西安・洛陽など古都ルートの町にはモスクがあるが，
沿海地方の無錫にまであったのかと認識を新たにした。
常州は，別名「竜城」という，2500年という歴史の古い文化都市で，
長江デルタの中心に位置し，北には長江が流れ，東には太湖が臨み，市
内を京抗大運河が走っている。
（3）定寧禅寺
定寧禅寺は，唐代の627～655年に創建され，1300年の歴史を持つ古刹
であるが，近年，再建・修復・新築されたものである。1997年発行の紹
介誌『天寧禅寺』によれば，1979年に，常州市人民政府が天寧禅寺の全
面修復を決定し，仏教活動を行う寺院として開放され，1981年，修復委
員会が組織され，1986年までの間に，130万元を投じて，5,470平方メー
トルに及ぶ殿堂が修復され，628体もの仏像が作られ，法器が整えられ
たという（写真14，15，16）。
また，1982年には，省レベルの「文物保護単位」に指定され，1983年
には国務院から「全国重点寺院」に指定されている。その後も修復・新
築を継続し，現在，70名余の僧侶が常時在住し，宗教活動を行っている
写真13 無錫のモスク
（遊園地の西洋城と説明）
写真14 天寧禅寺・外門
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ほか，1995年に仏教学院「天寧仏学院」が復興し，初級仏教学院として
の教育を開始し，現在，30数名の学僧が学んでいる。
天寧禅寺では，2002年，「中国一」の規模で，東方霊山大仏・西方楽
山大仏・南方香港大仏・北方雲岡大仏・中原龍門大仏の五方五仏の仏塔
「天寧宝塔」の建設に着工し，2005年落成の予定である。小冊子『天寧
禅寺』によれば，「神州第一仏塔」「第一銘文銅瓦」「第一金頂玉身」「第
一塔林」「第一経文碑林」「第一高鐘」「第一地宮群」「第一心経」を特長
とし，「中華第一仏塔“天寧宝塔”総高153.79米」とされている。
本寺院に留まらず，中国の各寺院が「世界一」「東洋一」「中国一」と
いう堂宇・仏塔の建築に勢力を投じている。それは，「ここ10～20年，信
教の自由が大幅に認められて，信仰復興，寺院の修復・新築が認められ
ているが，いつ再度禁止されないとも限らない」という認識・危機意識
に基づいている。早晩第６次弾圧の時が来るのではないかと考え，その
時に，壊されないような強固で巨大な建築物であるとか，物質的価値・
文化的価値のある建築物を作って，破壊されないようにしようと考えて
いるからである。
『天寧禅寺』によれば，「相伝日本真言宗開山祖師空海，唐代就来華求
法，曽在天寧寺参学」といい，「寺内原刻有，“空海上人読書処”小石碑」
という。1937年に，常州は日本軍の攻撃により陥落し，最後に寺院を守
護していた11名の僧が天王殿前で惨殺されたというが，その際，「空海」
写真15 天寧禅寺・山門 写真16 天寧禅寺・大雄宝殿
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の文字を発見し，空海縁由の寺院であると知った将校が寺院の破壊を留
めたとも伝えられている。また，空海が独創的な日本語の「ひらがな」
を作ったのは，天寧禅寺での経歴がもとになっているともいう。
天寧禅寺は，常州の中心部にあり，隣接地には，寺院と比べて，規模
が小さく見劣りのする教会と麦当労（マクドナルド）があった（写真17）。
３　鎮江
鎮江は，町の北部に長江（揚子江）が流れ，京杭大運河が東から長江
に繋がる位置にあり，長江と大運河による水路交差点の南にあたる。
2500年前の春秋時代に築かれた水陸の交通の要所の都である。鎮江の山
河は壮麗で，景色が美しく，水墨絵巻を形作っている。
（4）金山寺
鎮江北西部・長江沿岸にある金山寺（正式名称は「鎮江府金山竜遊江
寺」）は，唐代の高僧法海がこの地に寺院を建立し，金を産出したことか
ら「金山」と名付けられた標高44メートル弱の山に建立されており（写
真18），「白蛇伝」の舞台ともなった（写真19）。現在は長江沿岸となって
写真17 教会と麦当労（常州） 写真18 金山寺の遠景
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いる金山は，もともと長江の中に浮かぶ小島であったことから，「江心芙
蓉」と呼ばれる風光明媚な遊覧地であった。清の康煕帝が中国南部を巡
視した際，この寺院に「江天禅寺」という名を与えたという。
全盛期には僧侶3,000人余を擁する大寺院であった，金山寺の堂宇・楼
閣は山に沿って建立され（写真20，21），寺が山をおおい，山と寺が渾然
一体となって，「寺が山を包む」という風貌を呈している。雪舟の水墨・
山水画のモデルとなった寺院でもある。金山寺で修行した僧・覚心が和
歌山県由良の興国寺に伝えた味噌は，「金山寺味噌」という名で今日まで
伝承されている。金山は，清代に長江の洪水により，陸続きとなり，今
写真19 「白蛇伝」発祥の地
写真20 金山寺・山門 写真21 金山寺・大雄宝殿の本尊
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日に至っている。
空海は，長安からの帰路，この金山寺に寄ったと伝えられている。
（5）定彗寺
鎮江北東部・長江沿岸の小島には，標高70メートルの焦山があり，後
漢時代の195年に創建の定彗寺がある（写真22，23，24）。焦山は，長江の
中に浮かび，緑の山を持つことから，長江に浮かぶ緑の玉のように見え，
「浮玉」と呼ばれる。定彗寺の大雄宝殿は明代の建築である（写真25）。
山内には，六朝時代・宋代の古木が残り，六朝から清代に至る書碑463
写真24 定彗寺・接引殿の中庭
写真22 定彗寺の遠景
写真25 明代建築の定彗寺・大雄宝殿
写真23 鳥居前で出迎えの住職
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点を集めた碑林「板橋書屋」（書の美術館）がある。また，阿片戦争の
際，敵艦船を迎え撃つために作られた大砲とその砲台「清代古砲台」が
残る。
定彗寺には，空海の座像が安置されている（写真26）。
４　揚州
長江を挟んで鎮江の対岸に位置する揚州は，長江と大運河との水路十
字路の北側にある。揚州も，周囲を運河に囲まれ，市内にも外城川が流
れているなど，水の都であり，交通の要衝で，唐代には大都市に発展し，
煬帝陵も揚州にある。揚州には，杭州の西湖や蘇州の太湖に相当する，
痩西湖が美しい。
市の中心部で，揚州学府の近くの文昌路のロータリーには，文化を盛
んにし，立派にするという意味の「文昌」と命名された明代の楼閣「文
昌閣」があり，文人の神が祀られている（写真27）。また，古運河東岸に
は，南宋の1265～1274年間，伝道に来ていたイスラームの最終預言者・
ムハンマド16代の孫・プハディンの墓があり，イスラームが中国沿海部
にまで及んでいたことが知れる。
写真26 定彗寺の空海像 写真27 揚州の文昌閣
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揚州は，江蘇省の中央部にあり，春秋時代の呉王夫差
ふ さ
が築城して以来，
2500年もの歴史を有し，隋の煬帝や清の乾隆亭は，揚州の美しさに魅せ
られて幾度も行幸したといわれている。痩西湖は，河のように細長い湖
で，杭州の西湖の美しさに似ていることから「痩西湖」と命名されたと
いう。痩西湖には，乾隆亭を迎えるために造られた，石造の橋脚の上に
５つの亭がある五亭橋がある。
（6）大明寺
大明寺は，揚州北西郊外の蜀崗の上に，南北朝の宋代大明年間（457
～464年）に建立され，その名を留めている（写真28，29，30，31，32）。現
写真30 大雄宝殿前で献灯 写真31 蔵経楼
写真28 大明寺・鳥居と山門 写真29 山門内の四天王のうち２天王
30
論文　空海入唐の道と中国における宗教復興
存の寺院は清代に再建されたものである。大明寺は，日本渡航をめざし
て５度失敗して失明したものの，６度目に日本に到達し，奈良の唐招提
寺を建立し，仏教はもとより，医学，語学，印刷技術などを日本に伝え
た鑑真和上の出身寺院であり，境内には，1973年に建てられた「鑑真記
念堂」がある（写真33）。
大明寺には，巨大な仏塔が高くそびえる（写真34）。また，現在，膨大
写真32 蔵経楼の本尊
写真33 文化財として保存 写真34 高くそびえる仏塔
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な敷地と多数の建物を有する，中国最初の本格的な仏教大学「鑑真大学」
が５億元（約65億円）を投じて（日本では最も経費がかかるのは土地代
であるが，社会主義国の中国では，土地はすべて国有であり，５億元の
内には含まれていない。）建築中であり，2007年度の開学をめざしている
（写真35，36）。なお，大明寺には，青年空海像が安置されている（写真37）。
５　宿州・徐州
宿州は特別な特長がなく，他に拠点となるべき都市がないために拠点
写真35 鑑真大学事務局
写真36 鑑真大学鳥瞰図 写真37 空海像
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となったような町で，観光客向けのホテルなどはない。ツアーもバスで
通過しただけである。揚州から徐州までは，宿州を経て，農村地帯をバ
スで５～６時間も走るが，途中２<３の教会が見られた（写真38，39）。
徐州は，「徐州，徐州と，人馬は進む。徐州，居よいか，住みよいか。
洒落た文句に振り返りゃ，お国訛りのオケサ節。髭が微笑む麦畑」と軍
歌に歌われた町で，かつて徐州に進軍した軍人であった僧侶に当時の話
を聞く。考えてみれば，広大な農村地帯を人馬で進軍することの無謀さ
が分ろうというものである。徐州は，東西南北の鉄道の要衝であるが，
日本人が訪れることはほとんどないという。
二　古都ルート
１　開封・鄭州
古都ルートは，黄河に沿って，開封から始まり，鄭州，洛陽など古都
を経て，西安（唐代の長安）に至る。
開封は，黄河南岸沿いの河南省北東部にある中国六大古都の一つで，
城壁と城門が残る。開封は，春秋時代の魏，五代の梁，晋，漢，周，北
宋，金が都を置いた町で，2700年の歴史を有し，「七朝古都」と呼ばれ
ている。北宋時代には「東京」として世界的大都市を形成していたこと
も有名である。ただ，黄河の屈折点に位置したことから，1,500回もの氾
写真38 揚州～宿州～徐州沿線農村部の教会 写真39 宿州の教会
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濫を繰り返した黄河の洪水の影響をまともに受けてきた町でもある。現
在の開封の町並みは清代のもので，その前の明代のものは，厚い土の中
に埋もれている状態にある。
開封の象徴的存在の「鉄塔」も，1049年には，丘の上に，蓮花の台座
を据えて立てられたものであるが，丘が平地となり，かつての寺院は土
中に埋まり，現在は，塔の部分だけが立っている（写真40）。「鉄塔」とい
うものの，鉄製の塔ではなく，仏像やさまざまな文様を刻んだ精緻な陶磁
器の煉瓦「瑠璃磚」がはめ込まれた，「開宝寺」という寺院の仏塔である。
一見，鉄製かと見まごうことから，「鉄塔」と呼ばれてきたものであ
る。現在は「鉄塔公園」とされて，鳥居と接引殿がある（写真41，42）。
瑠璃磚には，仏，鬼，竜，文様など数10種類の図案が浮き彫りにされて
おり，一枚一枚の濃淡もあり，全体として，きわめて美しいものとなっ
ている。塔は八角13層56メートルであるが，その全体を瑠璃磚で隈無く
写真40 鉄塔
写真41 開封市鉄塔公園の鳥居
写真42 鉄塔公園の接引殿
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覆っているのであるから，その数はとてつもない大量になる（写真43，44）。
テレビはチャンネル数が多いが，やたらと抗日戦争，日本軍占領時代，
解放戦争，国民党との内戦などの映画・ドラマが多く，チャンネルをど
こに回しても「戦争」という感があり，日本関係のものが３，４チャンネ
ルも見られた。
鄭州は，黄河南岸に開けた町で，黄河文明発祥の地であり，現在は河
南省の省都である。鄭州は，華北と華南，沿海と西北を結ぶ交通の要衝
で，鉄道の要衝ともなっている。
（7）大相國寺
大相國寺は，開封の繁華街の中にある（写真45）。大相國寺では，ツア
写真45 町の中にある大相國寺
写真43 鉄塔の磁器タイル 写真44 鉄塔の磁器タイル
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ー一行は，楽器を持った僧らで歓迎された（写真46，47，48）。北斉時代の
555年に「建國寺」として建立され，唐代に「大相國寺」と改名され，宋
代に大幅に拡張されて，僧1,000人を超える大寺院・総本山となったが，
明代末期の黄河の大氾濫で崩壊した。その後，天王殿（写真49，50～52），
大雄宝殿（写真53），八角瑠璃殿，蔵経楼（写真54<55）などは，康煕帝
時代の1671年に再建されたものである。八角瑠璃堂内には，18世紀に作
られた，一本の銀杏の木から彫刻し金粉を施した四面千手千眼観音が安
置されている（写真56）。
中国の寺院では，各堂宇の前に線香および蝋燭を供える線香台が置か
れており，一般の人は線香台前や堂宇前で拝礼するのが一般的である。
そのため，日本に比し広大な建物であるに拘わらず，堂内には，拝礼用
写真48 出迎えの僧たち 写真49 大相國寺・天王殿（四天王を祀る）
写真46 出迎えの僧たち 写真47 出迎えの僧たち
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写真53 1671年再建の大相國寺・
大雄宝殿
写真56 八角瑠璃堂の四面千手観音
写真54 経蔵に至る第一の門・羅漢堂
写真55 大相國寺・蔵経楼
写真50～52 天王殿の四天王
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の広いスペースはない構造となっている。「線香」といっても，素麺のよ
うに細く小さな日本の線香とは異なり，天婦羅用の調理箸や縦笛程度の
ものであり，大きなものはちょっとした柱程度もある（写真57）。
大相國寺には，蔵経楼の隣に「大師堂」が建てられ（写真58，59），空
海像が納められている（写真60）。大相國寺の小冊子『大相國寺』には，
1927年に「毀仏逐僧」「改“大相國寺”為“中山市場”」，1933年に「“七
七事変”後，日軍侵占開封，敵偽組織曽在寺内挙行“空海紀念会”和
写真57 線香売り（線香の大きさに驚く）
写真59 蔵経楼と大師堂と空海の碑 写真60 空海像
写真58 大相國寺・大師堂
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“迎鐘大会”」と書かれている。静教授によれば，唐代の相國寺は壮大で，
最高の建築物や著名な壁画・彫刻を有し，隆盛を極めていたが，891年
の落雷で楼閣・殿堂400間余が炎上し，３日も燃え続けたほか，黄河の
氾濫15回，戦火11回，大火６回に及んでいる(3)。
（8）少林寺
鄭州の西南約90キロにある登封の北部にそびえる崇山は，東の泰山，
南の衡山，北の恒山，西の華山の中核をなす中の崇山として知られ，中
国五岳を構成している。崇山は，全山72峰からなる二つの山塊で，東の
太室山（1,440メートル）と西の少室山（1,512メートル）からなってい
る。東の太室山南麓には，奏代創建の道教の廟「中岳廟」が建てられ，
西の少室山北麓には，北魏時代の495年に創建された「少林寺」がある
（写真61）。
少林寺は，527年，印度の僧・達磨
だる ま
が面壁九年の修行をして禅宗を開
いた地でもあり，禅宗の発祥の地となっている。山の中で単身修行して
いると獣に襲われる危険があることから，身を守る術として，動物の動
きをまねた拳法があみだされ（心意拳），今日の少林寺拳法や少林功夫
（カンフー）に繋がっている。長時間，座禅を継続すると筋肉が疲労する
ので，心身を鍛える修行の一環として発達したという別説もある。
(３) 静・前掲書204頁。
写真61 少林寺・山門
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市内と少林寺を結ぶ12キロの街道沿線には巨大なコンクリート造の新
しい建物が建ち並ぶが，これが武術学校の校舎である（写真62，63）。武
術学校は，現在，市内に84校あり，規模の小さいもので生徒数300人，大
きなものは数千人に及び，武術学校生徒の総数は45,000人に至り，中国
全国から入学してきているほか，欧米・アジアからの留学生もいる。武
術学校は，下は３歳から上は25歳くらいまでの男女に開かれていて，幼
稚園から高等学校までの教育課程を備え，全寮制で，武術だけではなく，
一般の教育課程もこなしている（写真64／年齢10歳くらいと思しい少年）。
少林寺は，国家による文化財指定がなされ，観光地とされているので，
広大な駐車場には，中国各地からおよび欧米・日本からの観光バスによ
る団体観光客や近年急速に普及しつつある自家用車による家族旅行者で
一杯である。しかし，駐車場から巨大な鳥居（写真65）までが400メー
写真64 少林寺武術学校生 写真65 少林寺・鳥居
写真62 少林寺武術学校の一つ
写真63 少林寺武術学校の一つ
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トル，鳥居から山門までは1,800メートル，鳥居から塔林入口までは2,200
メートルもあり，観光客向けに電気自動車による運送が行われている
（写真66）。少林寺の伽藍は1928年の内戦の際に一部を残して全焼し，近
年再建されたものである（写真67，68）。
寺院の400メートル奥には（この距離は寺院の門と塔林の門の間の距
離を示している），少林寺の歴代の高僧の墓地「塔林」がある（写真69）。
中国では，墓は，皇帝のものは「陵」，王侯のものは「塚」，聖人のもの
は「林」，平民のものは「墳」と呼ばれ，たとえば，孔子の墓は「孔林」，
関羽の墓は「関林」という具合になる。そこで，「塔林」とは，「塔」の
写真68 少林寺・大雄宝殿の本尊 写真69 塔林
写真66 鳥居からの距離 写真67 少林寺・大雄宝殿前の大線香
41
林立状態という意味の名称なのか，塔の形状をした聖人の墓としての
「林」の意味なのか，ガイドに尋ねたが明確な回答は得られなかった。
この塔林は，中国に現存する最大の墓塔群であり，文化財指定を受け
ている。現在230基あるが，往時は500基あったという。塔は大小さまざ
まであり，形状もまちまちであって，通常，弟子たちが師の僧の功績を
たたえて作るものであるから，塔は，僧の功績の大小や後継の弟子たち
の決意を現したものと見ることができる。塔には，日本人僧の名も見ら
れ，日中の交流の深さを物語っている。
２　洛陽
河南省は「中原の地」と呼ばれ，古代から覇権を争ってさまざまな王
朝が攻防を繰り返した。洛陽は，紀元前770年の周以来，後漢，魏，北
魏，隋，唐など九王朝の都（九朝古都）であったが，それには一つの根
拠がある。古代中国人は，風水の考えから，山の南側・川の北側を「陽」
と呼んでいたが，洛陽は， 山の南，洛河の北に位置し，最高の地にな
るのである。
洛陽は数百種類の牡丹の花を咲かす牡丹の町で，別名「牡丹城」とも
呼ばれ，毎年４月には牡丹祭が行われている。洛陽が牡丹の町となった
のは，権勢を誇り，何にでも命令すればその通りなると奢っていた唐代
の女帝・則天武后が冬の寒い日にすべての花に「咲け！」と命令したと
ころ，牡丹だけが開かなかったために怒った則天武后が牡丹を都から追
放したことから，洛陽の花となったという伝説に基づいている。
洛陽から南へ13キロの，黄河支流の伊河の西岸の龍門山と東岸の香山
の岩肌の約１キロには，北魏が大同から洛陽に遷都した493年以来400年
間にわたって彫り続けられた龍門石窟があり，敦煌の莫高窟，大同の雲
岡石窟と並んで中国三大石窟の一つとされ，2000年に世界文化遺産に登
録されている。もともと，大同の雲岡石窟を継承する形で造営されたも
のであるが，その規模は，洞窟1,352，仏龕750，仏像97,300，碑文3,600
『キリストと世界』第16号　　櫻　井　圀　郎
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に及んでいる。
現在は野ざらしの石窟であるが（写真70），もともとは木造の伽藍を有
する複数の寺院であり，木造の柱や垂木を挿入していた穴が確認できる
（写真71）。圧巻は，唐の則天武后の時代に，則天武后をモデルにして彫
られたという，高さ17.14メートル，頭の高さ４メートル，耳の長さ1.9
メートルに及ぶ，奉先寺の廬遮那仏
るしゃ な ぶ つ
(4)である（写真71）。
漢代から唐代にかけて，洛陽と西安の間には，「函谷関」という，７キ
ロ以上にもわたって，荷車も通れないような細い一本道が続き，二つの
都を分けており，戦略上の拠点とされ，何度も戦場となってきた。空海
が入唐の際に通過したと思われるのは，新安県にある，漢代の函谷関
「漢函谷関」（写真72，73，74）である。この地域には，山の斜面を彫る横
穴式の住居や倉庫「ヤオトン」が見られる。なお，中国国家観光局・中
国河南省観光局発行の『中国 Best Selection 26 河南省』によると，三
門峡市から30分ほどの黄土高原の西端にある，人口1,300人の人馬寨で
は，人口の４割が基督者であるという。
（9）大福先寺
大福先寺は，旧「古唐寺」といい，真言宗伝持八祖の一人・善無畏
ぜ ん む い
が
写真70 龍門石窟 写真71 龍門石窟（奉先寺）
(４) 中国では，毘盧遮那仏
び る し や な ぶ つ
のことを盧遮那仏と呼ぶ。
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晩年を過ごし，密教の根本経典である『大日経』の翻訳などをした寺院
である。しかし，古文書には記録があるものの，寺院の痕跡はなくなっ
ていたところ，静教授らが現地調査して発見し，信者や村人らの尽力で
復興されたものである。静教授らは，1984年，河南省および洛陽市の宗
教委員会の協力を得て，洛陽市郊外の唐寺門村で，ようやく古唐寺跡を
発見したものの，当時，一帯は未開放地区でそれ以上の調査ができなか
ったという。その後，1994年には，私財を投げ出した信者や村人らの協
写真72 漢函谷関跡・東側
写真74 漢函谷関跡・上部構造
写真73 漢函谷関跡・西側
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力によって，復興が始まり，1995年，静教授を導師として本寺の開眼法
要が行われるに至ったものである（写真75）(5)。
本寺は，唐寺門村という，地方の小さな村の奥まったところにあり，
寺院に至る道も狭く舗装されていない（訪問した時は雨天であったため，
道路はドロドロにぬかって歩行も困難なほどであった。）などの状況であ
る。それでも，叙上の各寺院に比較すれば規模ははるかに小さいものの，
日本の一般寺院と比べればずっと広い境内と多くの堂宇を有する寺院と
して復興されていることに驚かされる（写真76）。本寺は，山門（写真
77)・円覚楼（写真78)・万仏殿（写真79，80)・龕仏殿に付属建物という
(５) 静・前掲書218～221頁。
写真77 山門の布袋 写真78 大福先寺・円覚楼
写真75 円覚楼には「日本國静慈圓道
席」と書かれている
写真76 大福先寺・山門と出迎えの
僧・信徒
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小規模な構成となっているが，本堂一棟しかないような日本の寺院に比
べれば，はるかに大きな規模であるといえよう。
善無畏は，637年，印度王家の生まれで，反乱のため出家し，那蘭陀
ナーランダ
寺で達磨鞠多から密教を学び，即日灌頂
かんじょう
（洗礼）を受けて人天師と仰が
れた。その後，師の命を受け，原典を持って，716年，長安に至り，国
師として迎えられ，興福寺南塔院に入り，717年，西明寺菩提院で訳経
に従った。最初に訳されたのは『虚空蔵求聞持法』１巻で，その時，唐
に留学し善無畏に師事していた道慈によって日本にももたらされ，空海
もこの法によって密教に入っている。724年，洛陽の大福先寺に移り，密
教の根本経典である『大毘廬遮那成仏神変加持経』（いわゆる『大日経』）
７巻を翻訳するなどして，735年，同地で入寂している。
（10）広化寺
入寂した善無畏を葬ったのは「龍門の西山」とされ，そこに塔を建立
したが，後朝廷に懇請して一寺として建立されたのが広化寺である。そ
の広化寺も，完全に壊滅し，所在・寺跡が不明であったところ，中国考
古学関係者によって，実地調査されて場所が確定された。1984年には，
写真79 大福先寺・萬佛殿 写真80 壁面を埋め尽くす仏像
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丘の上の麦畑の中に石碑が一つだけ残っている状態であったが，1994年
には，龍門村が中心となって再建され(6)，現在，麦畑であった丘の上に，
広大な境内を有する寺院として復興されている（写真81，82）。
広化寺には，善無畏の顕彰碑が建立され（写真83），善無畏の像が納め
られた建立されている（写真84）。
写真83 善無畏の碑 写真84 天王殿前の善無畏の像を納めた塔
写真81 広化寺・外門 写真82 広化寺・山門
(６) 静・前掲書211～218頁。
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（11）白馬寺
洛陽の東，約12キロには，後漢時代の68年創建の中国最古で，中国仏
教発祥の地としての歴史を有する，「古刹中の古刹」の仏教寺院・白馬寺
がある（写真85）。白馬寺の山門は，中国の仏教建築の先例を開き，鳥居
と山門（写真86，87），回廊と緑地は独特の雰囲気をかもしだしている。
後漢の明帝が使わした僧が印度の高僧を伴い白馬に仏典を乗せて帰朝し
たことから，「白馬寺」と命名されたと伝えられている。
伝説によると，身長20メートルもある金色に光り輝く人が殿堂を飛び
回った夢を見た明帝がその意味を訊ねたところ，太史官伝毅は「西方に
写真85 白馬寺・鳥瞰図
写真86 白馬寺の鳥居 写真87 白馬寺・山門
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は『仏』と名乗る神がいる」と答えたという。そこで，明帝は，直ちに，大
臣ら18人の使節団を西域に遣わしたところ，印度の高僧二人に出会い，こ
の二人を心から招聘して，永平10年（67年），仏典を白馬に乗せて，二人の
高僧を伴って帰朝したという。明帝は自ら出向いて二人を出迎え，厚くも
てなすとともに，翌年，洛陽城の西門から1.5キロの現在地に本寺院の建立
を勅命し，「華夏一」と呼ばれる，中国最初の仏教寺院が誕生したという(7)。
白馬寺の山門は，単なる門となっているため，天王殿で，正面に布袋
（中国では弥勒菩薩）が衆人を迎え，両側を四天王が守護し，内側に向か
って韋駄天が警護している（写真88）。大仏殿は明代に再建されたもので，
堂内には７体の仏像が金色に輝いて安置されている（写真89）。大雄殿は
元代に再建されたもので，３体の金色の仏像が安置され，両翼に韋駄天
と韋力天が立ち，壁面に18羅漢像が置かれているが，いずれも元代の乾
漆像である（写真90）。
白馬寺境内の一番奥には，1555年再建の，煉瓦造りの高台「清涼台」
があり（写真91），樹齢1,000年以上といわれる２本の檜の古木がある。最
初の漢文経典『四十二章経』はここで翻訳されたという。清涼台の隣接
地には，空海像が建てられている（写真92）。
写真88 白馬寺・天王殿 写真89 白馬寺・大仏殿
(７) 『中国第一古刹・白馬寺』３～４頁。
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３　西安
西安（長安）は，黄河支流の渭河南岸に開け，紀元前1100年頃，西周
が都と定めて以来，2000年の間，秦，漢，隋，唐など13王朝の都として
栄えたほか，シルクロードの東の起点として（写真93），ユーラシア大陸
の東西交流の要となり，栄華を極めた古都である。特に，紀元前３世紀
に，秦の始皇帝は，大胆な国造りを推進し，万里の長城や「秦始皇帝陵」，
写真90 白馬寺・大雄殿
写真92 白馬寺・空海像
写真91 白馬寺・清涼台
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「兵馬俑坑
へいばようこう
」など，壮大な遺産を残した。
西安の北東30キロにある秦始皇帝陵は，周囲2,500メートルの内城と周
囲6,200メートルの外城を持ち，高さ40メートルで，完成までに36年を要
し，延べ70万人もの労力を費やしたといわれる壮大な陵墓である。この
秦始皇帝陵から1.5キロの位置にからは，1974年，農民によって巨大な陶
俑坑が発見され，現在も発掘が継続されている。最大の一号坑は，東西
230メートル，南北62メートルに及ぶ坑で，6,000体以上の兵俑，馬俑，
戦車などが出土している。兵俑は，身長178～187センチで，体重300キ
ロを越え，鎧・兜に身を固め，武器を持ち，１体ごとに表情が異なって
いる。兵馬俑は始皇帝陵を守るために造られた殉死者の代わりに作られ
たものと考えられている（写真94）。
秦始皇帝陵のある付近には，3000年以上の歴史を有する有数の温泉地
写真93 シルクロードの出発点
写真94 兵馬俑杭一号杭
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となっており，秦代には，「驪山
りざん
湯」として知られ，離宮が置かれていた
が，唐代の747年に整備され，「華清池」と命名された。玄宗皇帝は楊貴
妃とともにここで暮らしたと言われ，「海棠湯」「蓮花湯」など唐代の浴
槽も発掘され，復元されている。
（12）法門寺
西安から西へ118キロの地・扶風県法門鎮にある法門寺は後漢時代に
創建された古刹で，歴代の皇帝の参拝する寺として隆盛を極めていたが，
崩壊し，明代に建設された煉瓦塔がまっ二つに割ったように半分だけ崩
れた形で残り，不思議な姿を呈していた。ところが，1981年，豪雨のた
め倒壊したため，1987年，瓦礫を撤去し，土台を整理したところ，塔の
下に地下宮殿があることが判明した。
発掘したところ，踏歩漫道（下降階段）を降りて，封門石を除くと，
第一道門があり，隧道，第二道門，前室，第三道門を経て，主室である
中室があり，その後ろに第四道門を経て，后室があり，さらにその下に
秘密の隠し部屋があった。前室，中室，后室にそれぞれ仏龕が置かれて
おり，それぞれに舎利が納められていた。秘密部屋に納められていたの
が釈迦の指の骨とされる真身仏舎利が発見された。
この発掘によって，密教法具類が多数発見され，密教研究に新しい史
料が加えられた。現在，法門寺は再建され（写真95），隣接地に広大な敷
地を有する法門寺博物館・法門珍宝館が建設され，地下宮殿の復元模型，
写真95 法門寺
52
論文　空海入唐の道と中国における宗教復興
発掘された仏像・仏具・宝物が展示されているほか，空海を含む密教の
祖，曼荼羅，密教法具などの解説展示が行われている（写真96）。仏舎利
は，真身宝塔の地下に納められ，公開されている（写真97）。
（13）大興善寺
西安南門近くの大興善寺は，隋・唐を通じて最大の寺院で，隋の文帝
が582年に大興城を築き，遵善坊の脇に，両所の名に因んで「大興善寺」
と命名した寺院を建立したものである。756年，印度の高僧・不空が止
宿して密教道場として灌頂・修法を行い，経典の翻訳を行ったことから，
青龍寺と並んで中国密教発祥の寺となっている。唐・隋の時代，来華の
印度高僧らは一旦本寺に入り，持参した経典の中国語翻訳などを行い，
密教の伝播に大きく貢献したとされる。しかし，会昌５年（845年）の廃
仏によって破壊され，清代の1661年に修復されて「興善寺」と称したが，
同治年間（1862～1874年）にムスリム（イスラーム信徒）の略奪にあって
徹底的に破壊されたという。
不空は，714年，中国に移住し，717年頃，長安に入り，719年頃，金
こん
剛智
ごう ち
に出会って入門し，金剛頂経系の密教を学んだ後，741年の師の死
後，入竺した。さらに，セイロンまで達して龍智に会い，金剛頂経系の
写真96 法門寺・珍宝館 写真97 法門寺・真身宝塔
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秘法を授かり，梵本500部を入手して，746年，長安に帰り，経典500部
以上を翻訳し，中国に多くの弟子を育てた。不空の弟子の一人・恵果が
空海の師である。
現在の大興善寺は（写真98），一部，清代に再建されたものが残ってい
るものの，ほとんどは，近年建造されたもので，安置されている仏像は
すべて近年に新しく造られたものである。1984年の段階では，僧侶は一
人もおらず，公園として管理されていたという。現在は，西安中心街の
オフィスビルを臨む位置にありながら，きわめて広大な境内を有し，極
彩色の壮大な堂宇が立派に林立しているほか，なお，多くの堂宇を建築
中である（写真99，100，101）。これらの建物は，最近10年ほどの間に建築さ
写真98 大興善寺・天王殿
写真99 大興寺・舎利塔 写真100 大興善寺・唐転輪法蔵経殿遺跡碑
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れてものであり，中国における宗教復興の著しさに驚かされる（写真102）。
現在，堂宇は建築され，その内装工事中であるものに，日本を含め，
どこの寺院にも見られない，「地獄堂」とでも呼ぶべきものがあった（写
真103）。工事中の堂内を見学させてもらうと，広い堂内の全空間を，上
から下まで用いて，立体的に，地獄を表現しようと，現在，粘土による
塑像造りが進められていたが，その規模，リアルさ，芸術的な見事さ，
情景の凄まじさに驚かされた（写真104，105）。現代人に欠けたものを現
代人に的確に伝える手段として適切であるように感じた。
なお，大興善寺境内には，黄金の青年空海像が建てられている（写真
106）。
写真102 大興善寺・鳥瞰図
写真101 大興善寺・接引殿
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（14）大慈恩寺（大雁塔）
西安の南東には，648年，唐の高宗が亡母・文徳皇后を弔い，その慈
恩に報いるために，隋代に廃された寺院を「慈恩寺」と号して復興させ
たという大慈恩寺があり，そこに，西安の象徴ともなっている「大雁塔」
と呼ばれる塔が建てられている（写真107）。写真でわかる通り，現在，
少し左に傾いており，「西安の斜塔」としても知られている。
大雁塔は，『西遊記』（『大唐西域記』）で知られる玄奘
げんじょう
（一般に「三蔵
法師」として知られている。）が印度から持ち帰った経典の保存と翻訳の
ために建立を提言し，652年に，５層の印度様式の方塔として建てられ
写真104 制作中の地獄
写真106 空海像写真105 製作中の地獄
写真103 工事中の地獄堂
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た後，則天武后の時代に改築が加えられ，現在と同じ，高さ64メートル
の，７層方錐形の塔となった。その後も，宋代に火災にあい，明代に大
修繕が行われ，清代に修理が加えられている。「大雁塔」と呼ばれる所以
は，玄奘が印度で修行中に雁の一群が飛んでいるのを見て，「食べたい」
と思った瞬間，１羽の雁が目の前に落下してきて，心の卑しさを恥じた
という伝説に基づくものである。
玄奘は，羅什・真諦・玄奘・不空という中国四大訳経家の一人である
が，唯一の中国人（他は印度人）でもある。唯一の中国人ということが
訳語にこだわりを見せたのかもしれないが，玄奘は従来の訳語を改めた
ので，漢文経典は，玄奘以後のものを「新訳」と称し，その前までのも
のを「旧訳
くやく
」と称している。空海も，玄奘訳を多数用い，空海の『請来
目録』では，新訳の経118部150巻，旧訳の経24部97巻をあげている。
大慈恩寺は，最盛期には，僧300人が住む大寺院で，720年，中国伝道
のために来華した金剛智が，勅命を受けて住し，多数の密教経典を翻訳
し，密教宣揚活動を行った寺院でもある。741年，金剛智は洛陽で没し，
勅命により龍門に埋葬され，弟子の不空によって，龍門の奉先寺西崗に
塔が建てられている。大慈恩寺には，広大な境内に数多くの壮大な堂宇
写真107 大慈恩寺・大雁塔
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が建てられ，皆新しいものであるが，宗教活動の拠点としてではなく，
文化財として，人民の憩いの広場として開かれているため，線香や蝋燭
の奉献台は見られない（写真108，109，110）。なお，大遍覚堂の塔の中に
玄奘の頭骨が納められている。
（15）青龍寺
大雁塔の北東に位置する青龍寺
しょうりゅうじ
は，隋代582年の創建で，1500年近い
歴史がある。もともと隋の文帝が都を定めた時，城内にあった墳墓を郊
外に移転して，そこに「霊感寺」という寺院を建立したことに始まる。
唐の高宗の621年，廃寺となったが，復興し，唐代の711年に「青龍寺」
に改号したものである。775年，不空の弟子・恵果が青龍寺に東塔院を
賜って，毘廬遮那灌頂道場を開き，密教寺院とし，804年には，入唐の
空海を迎えて付法しているが，845年には，武帝の徹底した廃仏により，
青龍寺は壊滅してしまった。
写真108 大慈恩寺
写真109 大慈恩寺 写真110 大慈恩寺
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その後，852年，「護国寺」の名で復興したともされるが，その後の消
息は不明であったところ，中国社会科学院考古研究所の研究踏査の結果，
1973年，麦畑から，青龍寺の遺跡が発掘され，1981年，再建されること
となったものである（写真111）。1984年には，「恵果空海記念堂」が唐代
建築様式のまま再現されて，建築されている（写真112，113，114）。
恵果は，不空より金剛頂経系の密教を，善無畏の弟子・玄超から大日
経系と蘇悉地経系の密教を受けている。金剛頂経系の密教（金剛界法）
写真111 青龍寺・出迎えの住職 写真112 青龍寺・恵果空海記念堂
写真114 空海の石板写真113 記念堂内の空海と恵果の像
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と大日経系の密教（胎蔵法）とはその起源から別個の流れであり，中国
では，前者は不空が伝え，後者は善無畏が伝え，二法流を為していたが，
恵果は，この両部を不二として捉え，一元化した。それを受けた空海が
日本で，これを展開・完成させることになる。
空海の『請来目録』によると，「新訳の経」の大部分は不空三蔵の新訳
経であるが，不空三蔵以外の新訳経としても９部75巻を請来している。
そのうち４部61巻は般若三蔵訳とされている。空海が般若三蔵から授与
されて請来した経典は，『新訳華厳経』40巻，『大乗理趣六波羅蜜経』10
巻，『守護国界主陀羅尼経』10巻，『造塔延命功徳経』１巻である。般若
三蔵は那蘭陀寺出身の印度僧で，782年，長安に入り，波斯
ペルシャ
僧・景浄と
ともに経典の訳業に従い，空海にも秘教を与え，新訳経典を授け，景浄
を紹介している(8)。景浄は，「波斯教」「景教」と呼ばれるネストリウス
派の僧で，ネストリウス派の寺院・大秦寺（旧波斯寺）に住み，781年
建立の「大秦景教流行中国碑」(9)の撰述者であり，本名をアダムといっ
た。空海は，景浄から，西洋の思想・哲学・習慣などを学んだほか，長
安で盛んであった景教とも関係していたものと思料される(10)。
三　上海
1843年の砲火によって西洋諸国と接点をもった上海は，租界時代には
「魔都」と呼ばれていたが，現在，中国最大の経済都市としてめざましい
発展を遂げ，高層ビルが林立し，高速道路や近代的な地下鉄が縦横に走
(８) 佐和隆研編『密教辞典』（法蔵館，1975年）574頁，金岡秀友編『空海辞典』（東京
堂出版，1999年）181頁。
(９) 高野山奥之院墓苑には，明治44年（1911年），英国のゴルドン夫人によって建立され
た複製品がある。景教と密教との深い関係を記念してのことである。
(10) 『空海辞典』45～47，181頁。
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り，空港に直結するリニアモーターカーが最高時速430キロで走り，「世
界上的最快列車」と銘打っている(11)。静安寺は，中国の最先端を行く上
海を代表する，近代的な高層ビル，ホテル，レストラン，デパートなど
が建ち並び，大規模な開発が進められている南京西路にあって（写真115），
ビルの谷間に建てられており（写真116），地下鉄２号線の「静安寺」駅
が設けられている（写真117）。
(11) 『上海 door』2005年１巻10～17頁。
写真117 上海地下鉄「静安寺」駅
写真115 静安寺山門 写真116 静安寺
61
『キリストと世界』第16号　　櫻　井　圀　郎
静安寺は，三国時代に建てられた寺院で，1750年以上の歴史を有する
が，文化大革命時に，その大部分が破壊されてしまった。20数年前，考
古学的調査によって発見して発掘し，文献と照らして研究し，現在，再
建中である。都会の寺院とあって，叙上の寺院とは構成が大きく異なる
ものの，その規模は壮大で，その作りは豪華なものである（写真118）。
中国の寺院は，ほとんどが石造であるが，静安寺は，木造にこだわり，
中国で一番立派な寺をめざして建築中である。これも，将来の宗教弾圧
の際に壊されないための対策であるという。
静安寺は，空海入唐の道とは直接関係がないが，845年の武帝の廃仏
によって壊滅してしまった密教の復興をめざして，高野山に密教を学び，
中国での密教の拠点にしようと志していることから，ツアー各回の最終
日に加えられているものである。
結び
中華人民共和国憲法は，1954年９月に制定・公布されたが，1975年１
月，1978年３月，1982年12月と３回にわたって全面改正され，1999年３
月に最終改正されている。1978年憲法では「四つの近代化」を表明し，
1982年憲法では「近代化された社会主義国家」の実現をうたい，1999年
写真118 静安寺山門（内側から）
改正では「法律に基づいて国を治めることを実行し，社会主義的法治国
家を建設する」とうたい，法治主義的・社会主義市場経済制の推進を規
定している。
1982年憲法36条は「中華人民共和国の公民は，信教の自由を有する」
と規定しており，日本憲法における旧新規定と同様，規定自体としては
従前と変わらないものの，政策としてはこの時期から，「宗教は阿片」と
して全面否定する立場を修正し，宗教を前面に打ち出してきている。特
に，近代化をめざす中国にとって，「道徳文化」が主要課題となってお
り，儒教，道教，仏教への関心は大きい。教会離れが明確な道徳の低下
をもたらした米国や，無神論・無宗教教育の徹底が社会の無秩序を招い
た日本の例をみても，宗教を強制するのではなく，宗教を尊重する政策
は有益であろう。
香港ディズニーランドで問題となった公衆道徳の欠如は，その苦悩を
表している。市街の主な交差点には交通警察官が立ち番をしているが，
さすがに自動車の信号無視はないものの，歩行者や自転車は全く信号を
見ておらず，赤信号で自動車が走っていても平気で横断したり，交差点
を斜めに横切るのが一般化している。路上でも，多数の車が走っている
中，４車線，６車線の道路ですら平気で横断する人々には逆に驚く。
2000年，国務院は，「国は，公民の信教の自由および正常な宗教活動
を保護する。いかなる国家機関，社会団体および個人も，公民に宗教を
信じ，または宗教を信じないよう強制してはならず，宗教を信仰する公
民と，宗教を信仰しない公民を差別してはならない」という宗教に対す
る政府の基本姿勢を発表した。
また，「中国には現在，各種宗教の信者が一億人余り，登記済みの宗教
活動場所が約85,000カ所，各種宗教事務専従者が約30万人，全国的宗教
団体と地方的宗教団体が約3,000，宗教学校が74校ある。各宗教はいずれ
も自ら経典，書籍，刊行物を出版し，『聖書』の印刷部数だけでも2,000
万冊に達している」という。しかし，人口13億の中国で，「信者数１億
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人」というのは，日本の「２億人」に比しても，いかにも少ない。非宗
教化政策の成功と見るべきなのか，やはり「隠れ信者」がいると見るべ
きなのか，現代的な世俗化が進んでいると見るべきなのか。
さらに，国務院発表は，「中国の人民代表大会，政治協商会議でも，各
宗教の信者と各社会団体や組織の人が代表，委員に選出されており，全
国の各級の人民代表大会代表，政治協商会議委員に選出された宗教界人
士は約17,000人いる」とし，宗教関係者が政府との関係で差別されたり，
迫害されているわけではないと強調している。
2004年11月30日，国務院は，同年７月７日の国務院常務会決議をもっ
て制定された，中華人民共和国国務院令第426号「宗教事務条例」を公
布し，2005年３月1日から施行している。総則（１～５条）では，公民の
宗教信仰の自由を保障することを目的とし（１条），公民は宗教信仰の自
由を有することを明瞭にし（２条），国家は法によって正常な宗教活動を
保護し，宗教団体・宗教活動場所・信教公民の合法権益を保障する（３
条）などの旨を明確にし，第２章（６～11条）で宗教団体について，第３
章（12～26条）で宗教活動場所について，第４章（27～29条）で宗教教職
人員について，第５章（30～37条）で宗教財産について，第６章（38～46
条）で法律責任について定めている。
今回，「空海入唐の道」ということで，その関係の寺院をめぐったが，
少なくとも，そこでの寺院修復・復興の著しさには驚かされた。それら
の寺院に訪れている多数の人々，線香や蝋燭を捧げる人々，五体投地で
拝礼し，あるいは合掌して祈る人々の姿に，信仰復興のめざましさを感
じられた。政治と宗教の関係について，深く考えさせられる旅でもあっ
た。
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